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医⽤画像管理



Orthanc Imaging Demo
DICOM Web Viewerを活⽤したメタデータ検索と医⽤画像表⽰
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クラウドは、増
え続ける医用画
像データの管理
にどのように役
立つのか？

画像検査の
年間実施件数

平均の検査画像
データサイズ



Orthanc DICOM Server
5

OrthancはオープンソースのDICOMサーバーで、病院内のDICOMプロトコル
をサポートする画像検査装置が⽣成する医⽤画像を保管する機能を持ち、画
像参照のためのWebベースのDICOM Web Viewerも搭載しているので、無償
でDICOMサーバ／ビューワを利⽤できます
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Orthanc CDK Deployment 〜DICOM Serverの⾃動構築〜

• オープンソースのDICOM Server OrthancはDICOM3.0／DICOMwebをサポート
• OrthancをAWSのマネージドサービス上に構築することで運⽤管理を軽減
• Orthancの利⽤は無料、構築されたAWSサービスの利⽤料⾦が発⽣する

https://github.com/aws-samples/orthanc-cdk-deployment
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Orthanc on AWSが課題解決できる対象者
医療機関や製薬企業の研究者

。

画像検査装置や画像関連サービスの開発者
画像検査装置や画像ビューワの改良のために、⼤量の画像を保持しているが、画像保管するストレージ容量が不⾜
している開発者。

機械学習エンジニアとアプリエンジニア
医⽤画像を活⽤した学習モデルやアプリを開発したいが、DICOMフォーマットやプロトコルを使わずに、使い慣れ
たREST APIなどモダンな操作でDICOM画像を操作したいエンジニア。



DICOM機器との連携
DICOM画像を保管するストレージサービス

Orthanc
DICOM
Server

超音波検査

X 線画像検査

CT スキャナ

医用画像ビューワ



医⽤画像標準︓DICOM
DICOM

DICOM（Digital Imaging and Communications in Medicine）は医⽤画像を扱う標準規格として、撮影装置や画
像サーバ、画像ビューア、イメージャの間でネットワークを介した情報交換のために、データフォーマットとプロ
トコルを定義している。

DICOM画像のデータフォーマット
DICOMヘッダと呼ばれるメタ情報でピクセルデータを説明することで、画像ファイルだけで患者名や検査⽇時を読
むことができる。

DICOM
ヘッダ

ピクセル
データ

厳密にはピクセルも
ヘッダの⼀項⽬だけど、
最後なのでこのように

⾒えている

7FE00010

Patient Study Series Instance

画像単位の情報
（撮影条件や画像番
号、ピクセル）

患者単位の情報
（患者IDや名前、性
別、⽣年⽉⽇等）

検査単位の情報
（受付番号、検査⽇
時や依頼医等）

シリーズ単位の情報
（撮影装置や部位、
位置、⽅向等）

Patient

タグ毎に4桁のHEXでグ
ループ番号とエレメン
ト番号が定義されてい
る→

VRはデータ型

DICOMヘッダ

DICOM画像



Orthancの特徴︓DICOM規格準拠の豊富な機能
DICOMタグの解釈と⽂字符号化の変換

DICOM定義されている各国の異なる特定⽂字集合（ISO 2022エンコーディング）のDICOM P10フォーマット（バ
イナリ）を読み取り、UTF-8に変換して、患者や検査の⽂字情報を構造化されたDBテーブルに格納する。

DICOMコミュニケーションのサポート
実績あるDICOM3.0をサポートし、各種撮影装置や使い慣れたビューワとは従来と同じプロトコルで連携すること
ができ、最新のDICOMwebを⽤いて、機械学習やウェブアプリとの連携など、画像データを⼆次利⽤しやすい。

DICOM
ヘッダ



AWSのマネージドサービスの特徴
インフラとアプリケーションの容易なセットアップ

画像サーバーとビューワを稼働させるために、ネットワーク、サーバハードウェアの調達と接続に加え、その上の
OSやミドルウェア、アプリケーションのインストールや設定が必要となるが、AWS CDKはコードで実⾏できる。

⾼い耐障害性を持つ無制限のストレージ
医⽤画像を保存するストレージには⾼い耐障害性と、検査数の増加に備えた将来を⾒据えた容量のストレージが求
められる。Amazon S3は事前に容量を決めずに使い始められ、実際に使った容量に対しての料⾦となる。

マネージドなデータベース
患者や検査情報を管理するデータベースはデータを失わない⾼い信頼性が求められるが、Amazon RDSでは障害時
に備えたレプリケーションやバックアップによる保護やセキュリティパッチ、運⽤をAWSにオフロードできる。

⾃動スケールするコンテナ実⾏環境
アプリケーションはコンテナで実⾏されているが、AWS Fargateではコンテナ実⾏環境の仮想サーバを管理する必
要なく、サーバーレスでコンテナを実⾏できる。
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AWS CDK (Cloud Development Kit)

コードによるインフラ管理
仮想サーバやDB、ストレージといったインフラ環境構築に
加え、アプリケーションも含めてコードで管理する

⼀貫性と⾃動化
同じコードから環境構築することで環境間で差異がでない
（開発環境と本番環境など）
⾃動化による⼿作業を排除することで⼈為的なミスを防ぐ

AWS サービスとの連携
開発者は好きなプログラム⾔語で様々なAWSサービスの構築
を記述することができる
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Amazon S3 (Simple Storage Service)

AWS マネージド
容量無制限、サイジング不要なオブジェクトストレージ
データ保存容量に対する従量課⾦

耐障害性
⾃動的に3箇所以上のAZ（データーセンター群）に隔地保管
設計上のデータ耐久性は、99.999999999%

セキュリティ
データ暗号化、アクセス制御、モニタリング（CloudWatch）
プライベート接続（閉域網）
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Amazon RDS for PostgreSQL

AWS マネージド
完全マネージド型で、セットアップ、運⽤、拡張が容易な
リレーショナル・データベースサービス

信頼性向上
マルチAZでの同期レプリケーション
データ暗号化、障害検出/復旧

運⽤負荷の軽減
パッチ、スケーリングが容易
バックアップの⾃動化、モニタリング（CloudWatch）

14
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AWS Fargate

サーバーレスのコンテナ実⾏環境
仮想サーバのプロビジョンと管理不要

コンテナネイティブ
仮想サーバを意識しないシームレスなスケーリング
コンテナの起動時間・使⽤リソースに応じた料⾦設定

AWS サービスとの連携
VPC ネットワーキング、Elastic Load Balancing、IAM、モニタ
リング (CloudWatch) など
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ユースケース
エンタープライズイメージング

DICOMビューアを⽤いて画像表⽰やレポート
作成する。

⻑期の画像保管
医⽤画像を蓄積しているオンプレミスのPACSから過去画像のDICOMファイルの保管場所として、容量計算が不要
なストレージとして、クラウドに画像を保存する。過去画像に対する画像検索アクセスを維持しながら、⻑期的な
画像アーカイブのコストを節約できる。

AI/機械学習の画像利⽤
画像アーカイブを利⽤しやすいREST APIを使い、DICOMファイルの⽂字情報や画像情報を利⽤したAI/MLの学習
や推論を実⾏できる。



事例１︓DICOMweb経由の機械学習利⽤
PythonからDICOMweb経由の画像アクセスとMONAIによる医用画像処理

https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/annotate-dicom-images-and-build-an-ml-model-using-the-monai-framework-on-amazon-sagemaker/

https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/annotate-dicom-images-and-build-an-ml-model-using-the-monai-framework-on-amazon-sagemaker/


事例２︓複数施設の病理画像を⼆次利⽤
クラウドベースPACSによるデジタル病理学における多分野の連携強化

https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/enhancing-multidisciplinary-collaboration-digital-pathology-cloud-based-pacs/

https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/enhancing-multidisciplinary-collaboration-digital-pathology-cloud-based-pacs/


退院サマリー⽣成アシスタント
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背景
⽣成AI（generative AI）は、ChatGPTなど⼀般コンシュマー向けのアプリケーションがいくつかリリー
スされており、⼤きな転機となっている。テキストの添削や要約、プログラム、画像、動画、⾳声の⽣成
など、従来のAI技術では不可能だったことを実現可能する⽣成AIの誕⽣で業務への影響を与えることが予
測され、医療機関の働き⽅改⾰の観点から電⼦カルテ・医療情報基盤を活⽤した今後の⽣成AIの活⽤⽅針
を検討する必要がある。

これらの⽅針を検討する１つの⼿段として⽣成AIの要約機能がある。例えば、症例の要約が⾃動⽣成され
ることで医師および看護師の業務負荷の軽減が⾒込める。AWSが提供する⽣成AI（Amazon Bedrock）
を利⽤してテストデータから退院サマリーを⾃動⽣成するとともに出⼒結果の内容を評価する⽅針とした。

⽬的
今回の検討については、AWSが提供しているプロトタイピングプログラム（AWSプロトタイプエンジニ
アがサンプルやプロトタイプのコードを提供する⽀援プログラム）を利⽤し、医師が⽇々記載する電⼦カ
ルテ診療記録のテストデータからAmazon Bedrockの機能を使⽤して要約を⽣成するとともに、医療機関
による今後の有効利⽤を⾒据えた観点から評価することを⽬的としている。
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退院サマリー⽣成アシスタント – ⽂書⽣成 -

⽣成AIの画⾯は、出⼒結果の説明および検討結果を踏まえ①⽣成AIの出⼒結果と②医師が作成したカルテを
表⽰する構成としている。

⽣成AIが⾃動⽣成する
退院サマリー

医師が⼊⼒した
カルテ情報
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退院サマリー⽣成アシスタント - 履歴 -

Historyから⽂書⽣成の履歴を管理する機能を提供している。
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退院サマリー⽣成アシスタント - プロンプト -

「Create new prompt」からpromptを作成／管理する機能を提供している。
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退院サマリ⾃動⽣成AI -アーキテクチャ-
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基盤モデルを活⽤した
⽣成 AI アプリケーションを
簡単に構築、拡張できる⽅法

Amazon 
Bedrock

API を介してさまざまな基盤モデルにアクセス、
インフラ管理は不要

お客様の業務⽤途に適した基盤モデルを選択
Amazon、AI21 Labs、
Anthropic、Cohere、Meta、Stability AI

東京リージョン含む11のリージョンで⼀般提供
( 2024 年 6 ⽉時点)

エージェント機能、RAG 機能、⾮公開でのモデル
のカスタマイズなど基盤モデルの効果を⾼める
さまざまな機能を提供

データセキュリティやコンプライアンスを実現


